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研究成果の概要（和文）：協調運動障害は，広汎性発達障害児にしばしばみられる問題である。臨床においては，視覚
優位な特徴をいかした介入が効果的であることが知られているが，その特徴をいかした協調運動の改善を目指した成果
報告は少ない。そこで本研究では，視覚優位な特徴をいかした介入がPDD児の協調運動にどのような効果を及ぼすかに
ついて，重症度別，精神発達年齢別に検討し，セラピストが広汎性発達障害児に視覚支援を取り入れたPDAを用いた協
調運動改善プラグラムを提供する際の指針を構築することである。

研究成果の概要（英文）：Coordination disorders have frequently been described in pervasive developmental d
isorders (PDD). Intervention of visual cue was known to be effective to them in the clinical setting. It w
as important to put strength of vision into practice to improve the coordination disorders. The aim of the
 investigation was to 1) compare the scores of PDD children in the degrees of severity and/or developmenta
l age by using visual cue with those of the healthy children at the same age, and 2) to provide therapists
 with the program on improving coordination disorders for PDD children using Symbol-Builtin PDA.
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１．研究開始当初の背景 
視覚優位の特徴を持つ広汎性発達障害児

（PDD）に対するPersonal Digital Assistant
（PDA）を用いた介入は，従来の絵カード型
シンボルと同様，作業療法や言語聴覚療法及
び特別支援学校の自立活動において，自己決
定や社会参加，コミュニケーションを促す一
手段として活用されてきつつある．特に，Ｔ
ＥＡＣＣＨやＡＡＣなどの技法により，すで
に実践的な介入が行われおり，シンボルの理
解と使用が可能になると，スケジュールや手
順支援といった次のステップへと進む具体
的介入方法が確立されている． 
ところで，PDD 児の主要３症状以外の問

題点には，日常生活や運動場面における手指
や動作の協調運動の拙劣さが指摘されてい
る．特に，幼少期におけるはさみや箸などの
道具使用，折り紙などの制作活動，そして集
団場面におけるリズム遊びやかけっこなど
で明らかになることが多い．この協調運動の
問題に関しては，機能的磁気共鳴画像法
（fMRI）などの研究から，側頭葉，大脳基底
核，小脳などの障害との関連が指摘されてい
るが，その詳細は不明である．また，臨床に
おける協調運動の評価は，行動観察が主であ
り，その報告数も少ない．他児と同じ動作が
できないことや手指や運動をうまくできな
いことが，児のフラストレーションにつなが
り，集団場面におけるパニックとして表出さ
れてしまう．その結果，保育士や幼稚園・学
校の先生からは，不適応行動のある問題児と
して捉えられる悪循環に陥りやすい．また，
幼少期における「できない経験」の積み重ね
により，PDD 児の自己肯定感が育たず，学
齢期以降に反社会的行動として出現する二
次障害が問題視されていた．つまり，これら
の問題を解明するためには，自閉症児の視覚
優位の特徴を持つ強みと手指や動作の巧緻
動作の拙劣さや感覚面の弱みの両観点を複
合させた効果的な介入法を構築する必要が
ある． 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，広汎性発達障害児に対し

て，動画シンボルをタッチパネル式携帯型パ
ソコンに取り入れた手順支援ソフトを作成
し（平成 23 年度），重症度別，精神発達年齢
別における動画シンボルのマッチング課題
（手順の理解）により適応年齢を検討し，さ
らに協調運動の評価で能力別に分類するこ
とにより，各カテゴリー内の特徴と各カテゴ
リー間の関連を検討し（平成 24 年度），カテ
ゴリーの特徴を踏まええて新たにカテゴラ
イズした群別における経時的介入をとおし
て，視覚優位な特徴をいかした協調運動改善
プログラムを開発することである（平成 25
年度）． 
 
 

３．研究の方法 
平成 23 年度は，手順支援機能を持つ動画

シンボルを取り入れたプロトタイプ機器を
業者に依頼し開発する．当該機器を用いて，
まず学生に予備実験を行い，使用感について
分析する．必要に応じて改良後，日常で行う
活動である「線引き」「はし」「直線歩行」「継
ぎ足歩行」の手順支援を作成し，定型発達児
と広汎発達障害児に予備的に実施し，当該方
法が理解可能であり使用できるか否かを検
討する．また，各市町村の保育園や幼稚園の
気になる子どもの実態を調査することで，集
団内でも実施可能か否かを検討する． 
平成 24 年度は，PDD 児に対して，「はし」

「はさみ」「直線歩行」「継ぎ足歩行」を実施
する．９軸モーションセンサを用いて協調運
動課題を評価し能力別に分類し，重症度別，
精神発達年齢別，協調運動の能力別との関連
を分析する． 
平成 25 年度は，「はし」「はさみ」課題に

焦点を当て，重症度別，精神発達年齢別，協
調運動の能力別特徴により，新たにカテゴラ
イズした群別における経時的介入をとおし
て，各群により獲得しやすい協調運動課題や
獲得が困難な課題，さらに獲得するまでにど
の程度の期間を要するのかを検証する． 
 
 
４．研究成果 
（1）予備実験 
日常で行う活動である「線引き」「はし」「直

線歩行」「継ぎ足歩行」の手順支援を作成し，
定型発達児と広汎発達障害児に予備的に実
施し，当該方法が理解可能であり使用できる
か否かを検討した．定型発達児に用いた結果，
手順支援の作成について，1)「直線歩行」や
「線引き」課題は日常で経験があるため，年
齢が低くても手順支援を確認しながら模倣
することができる，2)「はし」は年齢に応じ
て把持形態を数パターン用意する必要があ
ることや，自助具を用いたパターンも必要な
こと，3)「継ぎ足歩行」では，協調運動の問
題のため困難なケースと理解が難しいため
できないケースが見られたため，より工程を
細分化し，手順を踏んで提示する必要がある
ことが示された． 
予備実験の結果から手順支援の再検討を

行った．再検討して作成した「線引き」「は
し」「直線歩行」の手順支援に加え，新たに
「はさみ」の手順支援課題を用いて，PDD 児
に予備実験を実施した．結果，1)「直線歩行」
「継ぎ足歩行」課題では，年齢が低くても手
順支援を確認しながら模倣することができ
た．９軸モーションセンサ装着について，腰
部につけるのみであったため問題なく可能
であったこと，2)「線引き」「はし」「はさみ」
課題は，年齢に応じて把持形態を数パターン
に分類することで，手順支援が可能であった． 
 
 



（2）本研究では，保育園で気になる子ども
がどれくらい通園しているか，遅れのある子
どもの担当経験の有無と関わりの不安度等
について調査し，医療関連職種と具体的な連
携をとる方策を構築することを目的とした．
対象は H 市の公立保育園 11 園の常勤保育士
183 名であった．アンケートは各園の園長か
ら配布し，各保育士が無記名で記入後，配布
した際の封筒に入れ封をし，アンケート回収
用封筒に入れる方法を採った．内容は，1）
保育士の基本属性，2）保育士と医療との関
わりについて，3）遅れのある子どもの関わ
りに関する不安度について，4）医療機関へ
の要望，連携についての全 34 問である．結
果，1）183 名中 172 名の回答が得られ，回収
率は 94.0％であった．2）気になる子の担当
経験は多く（79.5％），他専門家との連携の
必要性を感じているが（98.3％），必要な知
識や情報を得る機会が不十分（72.2％）であ
ることが示された．3）「気になる子ども」の
担当の有無による不安度では，担当したこと
がない保育士の不安度が有意に高かった（ｐ
＜0.0001）．保育士は医療機関との連携を強
く求めており，保育士向けの研修会を行うこ
との重要性が確認された．また，「気になる
子ども」の担当経験の有無が不安度に影響す
ることから，医師，作業療法士等の専門職種
がより積極的に保育士と連携をとる必要性
が示唆された．また，こどもの状態をより把
握できるのであれば，当該機器を用いた視覚
支援方法の取り組みに対して肯定的な意見
が大多数であった． 
 
（3）PDD 児の協調運動について視覚的な手が
かりとなるテープを用いて，線上歩行と継足
歩行に関して９軸モーションセンサを用い
て検討した．対象は３歳９カ月から 12 歳 4
カ月までの PDD 児 6名（平均年齢８歳８カ月
±２歳 10 カ月：男児５名，女児１名）であ
った．日本版ミラー幼児発達スクリーニング
検査の課題の道具である歩行用ナイロンテ
ープ（幅 3.5cm×長さ４m）を使用し，線上歩
行と継ぎ足歩行の２課題を実施した．解析に
は，ビデオ映像及び測定した加速度波形から
安定し歩行している３秒間を任意に抽出し
た．結果，線上歩行では左右の重心移動にお
いて５名が左側に，１名が右側に偏倚を示し
た．一方，継ぎ足歩行においても左右の重心
移動において偏倚が認められたが，線上歩行
と比較し，ピーク加速度値の減少を認め，４
名のピーク加速度値の差が０に極めて近い
数値を示した．継ぎ足歩行では線上歩行で認
められた左右の非対称性が矯正され，自らの
動きを制御する方向へ意識が働いているこ
とが示された．つまり，継ぎ足歩行のように，
日常で通常行わないより協調した体の動き
を要する条件に，さらに視覚的な手がかりを
与えることにより，姿勢が安定する可能性が
考えられた．  
 

（4）PDD 児に対して，屈曲保持ロールおよび
対立保持バンドを練習用具として実施した
段階的な箸練習が，知的レベルに関わらず有
効な方法であるかを検討することを目的と
した．対象は，PDD の診断を受けた６～14 歳
の男女 13 名（男児 12 名，女児１名：平均 8.6
±2.7 歳）とした．知能検査および発達検査
を基準に，IQ51 以上の児７名（軽度群），IQ50
以下の児６名（重度群）とした．屈曲保持ロ
ールおよび対立保持バンドを練習用具とし
て使用し，これらを対象児の手の大きさに合
わせて作製した．実施課題は，児の正面に 20
㎜の間隔で 2つの皿を並べ，左側の皿上にあ
る 40 個の円柱状のスポンジを箸でつかみ右
側の皿へ移動するよう課題であった．１日３
回実施したうち，最も多く移動できた個数を
最大スポンジ移動数とした．これと同時に，
食事場面における箸の使用状況を聴取し，６
段階に分類した．結果，軽度群において，介
入後に有意な差を認めた．一方，重度群にお
いては，有意差を認めないものの，最大スポ
ンジ移動数の増加が見られた．箸の使用状況
については，軽度群では，介入前に普通箸を
使用していなかった児（分類６）２名および，
箸がクロスしていた児（分類３）2 名が，介
入後に箸で適切な持ち方で食べられる（分類
１）ようになった．また，普通箸を母指，示
指で握って持っていた児（分類４）と箸がク
ロスしていた児（分類３）それぞれ１名ずつ
が，介入後に声かけで箸を持ち直すことがで
きるようになった．一方，箸がクロスしてい
た児（分類３）１名は変化しなかった．重度
群では，介入前に分類６であった３名が分類
１となり，分類５であった２名が分類 3とな
った．分類 6 のうち 1 名は分類３となった．
このことから，PDD 児に対する当該方法を用
いた介入は，軽度・重度ともに有効である可
能性が考えられた． 
 
（5）幼児期の自閉症スペクトラム児におい
てはさみの使用段階がどのように進捗する
かを後方視的に検討することである．対象児
は，医療機関においてASDと診断を受け，2011
年７月から 2013 年３月までに A 施設に来所
した幼児 12 名である．各対象児の利用頻度
は，週１～２回であった．はさみ使用の微細
運動評価には PEP－３発達検査の下位項目を
用いた．すなわち，切り方より，1）不可ま
たは１回切り，2）ばねばさみを用いた直線
切り，3）直線切り，4）曲線または波線切り
の４段階に分類した．はさみ使用の際には，
視覚支援に基づき持ち方の絵カードと手順
書を用いた． 結果，1）はさみ導入時の平均
月齢は 49.3±9.8 か月であり，微細運動の発
達月齢は 36.4±8.4 か月であった．2）導入
当初の質について，不可または１回切りのレ
ベルが７名，ばねばさみを用いた直線切りの
レベルが２名，直線切りのレベルが３名であ
った．3）子どもたちの進歩には個人差が大
きく，直線切りができるまでに必要な練習回



数は 15.1±9.1 回であり，直線切りからカー
ブや波線切りへと移行する回数は 8.2±7.4
回であった．幼児期の日常生活で必要な微細
運動の一つであるはさみ使用の導入にあた
っては，個人の能力を詳細に評価し、視覚支
援も利用して徐々に難しい課題へと導く必
要がある．本研究から視覚支援を用いた導入
の指針が提供できたと考える． 
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